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研究分野：作用素環論 
科研費の分科・細目：数学・大域解析学 
キーワード：作用素環論，自由確率論，非可換調和解析 
 
１．研究計画の概要 
 自由確率論を背景とした作用素環の研究
およびそれに動機づけられた作用素環の研
究を行うのが本研究課題の目的である．具体
的には (1) 作用素環自体の解析，(2) 自由確
率論に関する問題の解決，および (3) 直接は
関係しないが直接または間接的に自由確率
論に動機づけられた研究，の遂行が研究計画
の根幹をなす． 
 
 
２．研究の進捗状況 
 (1) に関しては平成２３年度に大きな進展
があり，自由確率論に於いても重要なフォン
ノイマン環の自由積の一般的性質を完全に
解明することに成功した．これは長い間放置
されていた基本的な問題の解決と言えよう．
２本の論文を書いた．他にも進行中および休
止中の仕事がある．これらおよび２３年度中
に進展した研究の更なる深化発展が今後の
課題になる．(2) に関しては１つ研究中の問
題があるが，まだ結果に不満があるので研究
を続けている．しかし，より興味深いのはそ
のあとに続くべき課題である．しかしながら
現時点ではすぐに発展する感じはしない．本
質的な困難が横たわっているように思える．
短期的にはその困難を明示的に把握するこ
とが目標となる．(3) については非可換ハー
ディー空間の研究を行っている．１つ論文を
書いて投稿しごく最近アクセプトされた．さ
らに比較的大きな問題に挑戦中である．すぐ
にできるかもしれないし，そうではなくて本
質的な困難があるかもしれない． 
 他に，２１年度に擬群から生成されるある
クラスのフォンノイマン環を解析した．これ
もまだ結果に不満が残るところがあり未公

開にしている． 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
個別の研究課題で言えば遅れているものも
あるが，他方で想定以上の成果が挙ったもの
もある．前者でいえば研究計画の概要欄の 
(2) に関わる話題であり，後者でいえば研究
計画の概要欄の (1) である．以上のことを総
合すると評価は②とするのが妥当と考える． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究をさらに推進する起爆剤として２４
年度前半に講義の合間に２度海外の研究プ
ログラムに参加する．また，(2), (3) の研
究に専念しどちらか一方でも解決したい．し
かしながら，研究課題は多岐にわたっている
ので具体的な課題を１つ決めそれに専念す
る必要があると考えている．その選択は２３
年度前半１，２ヶ月中に行う． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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